
相良村地域公共交通計画 

令和 5 年 3 月 

相良村 



目次 

第１章 はじめに .................................................................................... １ 

（１）計画策定の背景・目的 .......................................................................... 1 
（２）計画の区域 ....................................................................................... 1 
（３）計画期間 ......................................................................................... 1 

第２章 地域の現状 ............................................................................... ２ 

（１）本村の現状 ....................................................................................... 2 
（２）本村の地域公共交通について .................................................................. 6 

第３章 地域ニーズ .............................................................................. １２ 

（１）地域ニーズ ...................................................................................... 12 
（２）地域に対する調査結果 ........................................................................ 24 

第４章 地域公共交通が抱える課題 ....................................................... ２６ 

第５章 地域が目指す将来像 ................................................................. ２８ 

（１）基本的な方針 .................................................................................. 28 
（２）地域が目指す将来像 .......................................................................... 28 

第６章 目標及び目標達成に向けた施策・事業 ......................................... 3１ 

（１）目標及び評価指標 ............................................................................ 31 
（２）目標達成に向けた施策・事業 ................................................................ 33 
（３）施策・事業のスケジュール ...................................................................... 37 



1 

第 1章 はじめに 

（１）計画策定の背景・目的 

本村では、人口減少や少子高齢化が進展しており、公共交通機関の輸送人員の減少による公共交通ネットワー
クの縮小や、サービス水準の一層の低下が懸念されています。公共交通地域の居住者をはじめとする交通弱者への移
動手段確保支援事業である予約運行型乗合タクシーについては、移動状況などのニーズを把握・検討し、利用促進
を図る必要があります。また、公共交通機関の根幹をなす路線バスは、人口減少や少子高齢化、自家用車等の普
及により利用者が年々減少している状況です。
このような厳しい状況の中、幹線と支線が一体となった、持続可能かつ体系的な公共交通ネットワークの在り方を検
討する必要があります。
本計画は、平成 30 年 3 月に策定した「相良村地域公共交通計画」に関して、最新の情勢等の変化や、乗合タ
クシー導入後の状況、さらには令和 4 年 3 月に策定した「人吉・球磨地域公共交通計画」との整合等を考慮し、実
現可能な実施計画を策定するものです。

（２）計画の区域 

計画の区域は相良村全域を対象としますが、人吉球磨地域全体の観点も考慮します。

（３）計画期間 

令和５年4月 ～ 令和 10年 3月 （5年間）

相良村
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第２章 地域の現状 

（１）本村の現状                   

人口推移 高齢化率の推移 

出典：国勢調査、R7以降は日本の地域別将来人口推計

5,398 4,934 4,468 4,070 3,601 3,183 2,798 2,415

1.00

0.91
0.83

0.75
0.67

0.59
0.52

0.45

0.94
0.88

0.81
0.75

0.69
0.63 0.57

0.99 0.97 0.94 0.92 0.89 0.86 0.82

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22

人
口
推
移
（
人
）

総人口 相良村人口伸び率

人吉球磨地域人口伸び率 熊本県人口伸び率

※伸び率はH17年を1.0とする

人
口
伸
び
率

43.1%

47.0%
49.9% 50.9%

52.9%

38.7% 41.6%
43.5% 44.6% 45.9%

31.4%
33.2% 34.3% 35.0% 36.2%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

R2 R7 R12 R17 R22

相良村 人吉球磨地域計 熊本県

○人口減少・少子高齢化に伴う過疎化の進展
 ・本村の人口は令和2年において約 4,000 人となっています。 
 ・人口は 5年間で約 1割減少しており、10 年後の令和 12年では約 3,200 人まで減少する予測なってお
り、人吉球磨地域全体や熊本県全体と比較しても減少傾向が顕著です。 
 ・65 歳以上の高齢化率も令和 2年で 40％を超えており、10年後の令和12年には 2人に 1 人が高齢者
と予測されています。 

○生活関連施設は特定地域に集中立地
 ・村内の生活関連施設は深水地域に集中して立地して
おり、役場に加え、JA さがら、その他公共施設等が立
地しています。 
 ・村内の病院は、四浦地域に権頭医院、川辺地域に
緒方医院が立地しています。 
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人口分布 65歳以上の人口分布 

出典：R2国勢調査500mメッシュ

○交通弱者等の点在
 ・本村の人口は路線バス沿線にかけて南北に分布しています。 
 ・四浦地域においては山地部に集落が点在している状況であるとともに、川辺地域においてもバス停から離れた
地域に集落が存在します。 
・深水地域や柳瀬地域においては比較的集落が密集していますが、村全体において地形的特性などによりバス
停までのアクセスが遠い集落が点在している状況です。 

1 ～ 15 人

【65 歳以上人口】

15 ～ 20 人
20 ～ 45 人

45 ～ 70 人
70 人以上

くま川鉄道

【公共交通】

凡　　例

路線バス

500ｍ

【バス停圏】

200ｍ

1 ～ 25 人

【人口総数】

25 ～ 50 人
50 ～ 75 人

75 ～ 100 人
100 人以上

くま川鉄道

【公共交通】

凡　　例

路線バス

500ｍ

【バス停圏】

200ｍ
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買物（一般食品）の移動状況

出典：平成27年熊本県消費動向調査 

○日常生活は人吉市をはじめ周辺市町村に依存
 ・村内での買い物に関する消費行動は約 2割で、人吉市が約 5割、錦町が約 1割となっています。 
 ・村内に居住する高校生の通学先は、人吉球磨地域内の各高校に見られます。 
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▲人吉高校（全日制） ▲人吉高校（定時制）

▲人吉高校 五木分校 ▲球磨中央高校

▲球磨工業高校 ▲南陵高校

▲球磨支援学校

出典：R3各学校への通学実態調査結果

※人吉・球磨地域公共交通計画
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（２）本村の地域公共交通について 

・本村における地域公共交通は、鉄道、路線バス、そして予約型乗合タクシーが運行しています。
・人吉-湯前間を結ぶくま川鉄道は令和 2 年 7 月豪雨災害により設備等が被災しましたが、令和３年 11 月 28
日に肥後西村駅～湯前駅間での部分運行が再開され、13 便/日（休日 17 便/日）で運行中です。運休区間
においては、バスやタクシーによる代替輸送が行われており、令和 7 年の全線復旧に向けて取り組まれている状況で
す。
・産交バスが運営する本村を経由する路線バスは、人吉-五木間を結ぶ五木線（柳瀬経由、茶湯里温泉経由、変
電所経由）、そして人吉-湯前間を結ぶ湯前線、人吉-多良木間を結ぶ多良木線があります。いずれも運行便数
は往復10 便/日前後であり、移動手段を持たない高齢者や高校生の通院・通学手段として利用されています。
・その他、本村の交通施策として予約型乗合タクシーの運行をしており、運行はタクシー事業者に依託し、事前登
録・予約制で自宅から病院、JA くま相良店、茶湯里温泉、役場まで利用可能です。

図．路線バスの系統別運行状況
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表．相良村における地域公共交通 

交通モード 事業者 サービス水準等
主な 

利用者 

利用実態 

(令和 3年 10月 5日（火）)

鉄 道 
くま川鉄道

株式会社 

13便/日 

（平日） 

高校生の

通学等 
- 

路

線

バ

ス

五木線：人吉産交～

茶湯里温泉

前～上田代

産交バス 

株式会社 

6便/日 

（平日・休日）

一般及び

高齢者 

3名/日 

(一般約7割,高齢者約3割) 

五木線：人吉産交～

柳瀬～ 

上田代 

2便/日 

（平日・休日）
〃 

4名/日 

(一般約8割,高齢者約2割) 

五木線：人吉産交～

変電所前～

頭地 

14便/日 

（平日） 

10便/日 

（休日） 

高齢者及

び高校生

51名/日 

(高校生約6割,高齢者約2割) 

湯前線：人吉産交～

木上～ 

湯の前駅前

10便/日 

（平日） 

8便/日 

（休日） 

〃 
41名/日 

(高校生約4割,高齢者約3割) 

多良木線：人吉産交

～木上～

多良木駅

前 

9便/日 

（平日） 

7便/日 

（休日） 

〃 
22名/日 

(高校生約2割,高齢者約2割) 

表．相良村における乗合タクシーの状況

運行 

地域 

運行本数

曜日 

運行ダイヤ 目的地 

便 時間帯 
予約締

切時間
人吉方面へ 村内の目的地 

四浦 
地域 

３便/日 
（月・水）

行き 
自宅→目的地

1便 8：00頃 
前日 
18時 権頭医院 

（上田代バス停）

緒方医院 
JAくま相良店 
茶湯里温泉 
相良村役場 帰り 

目的地→自宅

2便 9：40頃 乗車 
1時間
30分
前 

3便 11：40頃 【１００円/人】 【６００円/人】

川辺 
地域 

３便/日 
（月・金）

行き 
自宅→目的地

1便 8：30頃 
前日 
18時 緒方医院 

（下松馬場バス停）

JAくま相良店 
茶湯里温泉 
相良村役場 

帰り 
目的地→自宅

2便 10：20頃 乗車 
1時間
30分
前

3便 11：50頃 【１００円/人】 【3００円/人】

深水・
柳瀬 
地域 

５便/日 
（水・金）

行き 
自宅→目的地

1便 8：00頃 
前日 
18時

石倉（柳瀬バス停）
茶湯里温泉 
相良村役場 
JAくま相良店 

緒方医院 
2便 12：00頃

乗車 
1時間
30分
前

帰り 
目的地→自宅

3便 10：00頃

4便 13：05頃

5便 16：45頃 【１００円/人】 【3００円/人】



8 

①路線バスの利用状況 

②予約型乗合タクシー「さがらっぱ号」の利用状況 

・月別利用者数の推移 

27,541人
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※延べ人数は、片道利用で１カウント

計 143人 計 658人 計 697人

図．路線バス（五木方面）の輸送人員の推移 図．路線バスに対する負担金額の推移

図．乗合タクシーの月別利用者数の推移

○路線バスの利用者数は減少し、負担金額は増加
・路線バスの利用者数は、人口減少、少子化の影響に加え、新型コロナウイルス感染症の影響等もあり、
年々減少しています。 
 ・一方、本村における路線バスの運行に係る負担金額は、年間 40,000 千円となっており、年々増加している
状況です（熊本県からの補助が 1割弱となっているとともに、特別交付税を活用しています）。 

○乗合タクシーの利用は低調
 ・乗合タクシーの利用状況は、令和 3年度は年間697 人利用しており、1 ヶ月の平均は約 60人と導入当
初と比較して利用者数は増加している状況ですが、1日あたり 3人程度の利用と少ないです。 
 ・なお、利用登録者数は 90 名（令和4年 9月 26日現在）となっており、乗合タクシー導入検討時に想
定した利用対象者数（約 160名）より少ない状況です。 
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・地域別・利用区間別の状況（令和３年度） 

・運行に係る費用負担の推移 

深水・柳瀬→川辺

(300円)

34%

深水・柳瀬⇔深水・柳瀬

(100円)

66%

深水・柳瀬地域

397名
（令和3年度）

川辺⇔川辺

(100円)

33%

川辺→深水・柳瀬

(300円)

67%

川辺地域

223名
（令和3年度）

四浦⇔四浦

(100円)

94%

四浦→川辺

(600円)

0%

四浦→深水・柳瀬

(600円)

6%

四浦地域

77名
（令和3年度）

○地域によって利用状況が異なる
 ・四浦地域は、地域内（権頭医院）の利用が 9割以上となっています。 
 ・川辺地域では、地域内の利用は 3割程度で、深水・柳瀬方面が約 7割となっています。 
・深水・柳瀬地域は地域内での利用が約 7割見られますが、川辺方面（緒方医院）なども 3 割程度見られ
ます。 

345

3,692 3,856
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3,000

4,000

5,000
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費
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担
（
千
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）

※令和元年度は10～3月までの実績

○費用負担は増加傾向
 ・乗合タクシーの運行に係る費用負担として、令
和 3年度は 3,856 千円となっており、燃料費
の高騰など運行単価の増加により、増加傾向と
なっています。 
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③タクシー事業者の状況 

むつみ交通㈱ 

タクシー事業者

の概要

営業区域 球磨郡 

車両保有台数 5 台（小型） 

運転手の状況 
人数 3 人 

平均年齢 62 歳 

R2 年度の輸送実績 
輸送人員 1,195 人/年 

輸送距離 6,480km/年 

乗合免許の保有 あり 

運賃支払いへの対応 

現金 〇 

クレジットカード 〇 

paypay 等 - 

IC カード - 

タクシー利用者の

利用実態 

利用者の年齢層 65歳以上 

利用時間帯 8 時 30分～16時 

利用者の特徴 病院送迎、買物送迎 

主な目的地 村内医院、Aコープ 

乗り換え等が多い駅・バス停 - 

タクシー事業が 

抱える課題や課題

解決策 

経営面 
抱える課題 乗務員の確保 

課題解決策 - 

利用促進面 
抱える課題 - 

課題解決策 - 

需要創発面 
抱える課題 観光開発 

課題解決策 人吉球磨外への積極的PR

○交通事業者の運転手不足、運転手の高齢化
 ・村内にはタクシー事業者が 1社となっています。 
・車両保有台数5台に対して運転手は 3人となっており、運転手の平均年齢も 60歳を超えています。 
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④その他交通資源の状況 

○スクールバスの運行状況 

１）路線図 

２）スクールバスの利用者数と運行経費 

○移動支援施策 

・本村における外出支援事業は、乗合タク

シーの運行にあわせて廃止となり、現在

は重症者などを対象に、タクシー初乗り

運賃の助成を実施しています。 
7

5

0

2

4

6

8

10

令和元年 令和2年 令和3年

利
用
者
数
（
人
）

利用者合計：52名

項目

委託料 9,504千円 （年間）

点検整備料 1,200千円 （見込み）

燃料費 700千円 （見込み）

手数料 120千円 （見込み）

経費

表．利用者数（R3.4時点） 表．運行経費

定員（運転手含） 乗車人数

1号車 14人 4人

2号車（大型） 46人 30人

3号車（中型） 29人 18人

【１号車】

【２号車】

【３号車】

南
小
学
校

朝
の
迫

実

上
園

南
小
学
校

晴
山

北
小
学
校

初
神

田
代

晴
山

上
下
坂

（
公

民

館

前

）

廻
馬
場

上
松
馬
場

十
島

井
沢

南
小
学
校

新
村

○スクールバスなど特定目的に対する移動支援を実施
 ・小学校へのスクールバスとして 3 台が運行しており、年間委託料は約 9,500 千円となっています。 
 ・その他、重症者などを対象としたタクシー初乗り運賃の助成を実施しています。 

図．移動支援サービスの利用者数の推移
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第３章 地域ニーズ 

（１）地域ニーズ                   

１）調査対象 
200名：①乗合タクシーの利用登録者（約 60 名程度）、 

②65 歳以上の高齢者 ※５～10年後に交通弱者となる方

２）調査期間 令和４年１１月８日（火）～令和４年１１月１０日（木） 計３日間 

３）実施方法 調査員の訪問による聞き取り調査 

４）調査項目 
運転免許証保有状況、日常生活の行動特性、乗合タクシーの認知度及び利用状況、乗
合タクシーを利用するための条件、将来的な移動手段に対するニーズ など 

５）調査結果 回収：149票（回収率：75％） 

○運転免許証の保有状況は、全体で約 5 割が自動車等の免許を保有していますが、残り約 5 割は返納等も含め
免許を保有していない状況です。 
○運転免許証を保有していない人の多くは乗合タクシーの利用登録を行っている状況ですが、免許を保有していない
人でも登録していない人が約 2割程度となっています。 
○なお、高齢になるほど免許を未保有の状況であり、85歳以上では 8割以上が未保有となっています。 

運転免許証の保有状況

自動車

49.7%

バイク

2.0%

以前は持って

いたが返納し

た 27.5%

一度も

持ったこ

とがない

19.5%

無回答 0.7%

（N=149）

１４.5

７４.７

４９.７

１.６

２.3

２.０

5０.０

１１.5

２７.5

33.９

９.２

１９.5

２.3

１.3

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

乗合タクシー利用登録者(ｎ=６２)

乗合タクシー利用未登録者(ｎ=８７)

合計(ｎ=１４９)

自動車 バイク

以前は持っていたが返納した 一度も持ったことがない

無回答

７７.3

７８.４

5０.０

3２.４

１７.６

７.７

４９.７

２.７

3.８

２.９

２.０

４.5

８.１

１９.２

４１.２

5２.９

６９.２

２７.5

１８.２

１０.８

１９.２

２3.5

２９.４

２3.１

１９.5

７.７

１.3

０％ 5０％ １００％

６5-６９歳(ｎ=２２)

７０-７４歳(ｎ=3７)

７5-７９歳(ｎ=２６)

８０-８４歳(ｎ=3４)

８5-８９歳(ｎ=１７)

９０歳以上(ｎ=１3)

合計(ｎ=１４９)

自動車 バイク

以前は持っていたが返納した 一度も持ったことがない

無回答

○乗合タクシー利用登録者の多くは運転免許証未保有者である一方、未登録者の多くは運転免許証を保有
（85歳までは保有率が高い）
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○普段の外出頻度は、週 2回以上で約 7割となっており、「年数回程度」や「外出しない」人は数％となっています。 
○運転免許証を未保有の人は保有している人と比較して外出頻度が低く、乗合タクシー利用登録者においては、運
転免許証を保有していない人が多いことから、外出頻度が未登録者と比較して低くなっています。 
○外出時の移動において困っている点として、「特になし」の人が多いものの、乗合タクシーの「料金が高い」「利用方法
が分からない」や路線バスに対する意見が若干見られます。 

外出頻度

〔外出時の移動における困っていること〕

週4回以

上

32.9%

週2～3

回程度

35.6%

月1～3回程度

26.2%

年数回程度

2.7%

外出しない 2.0% 無回答

0.7%

（N=149）

55.４

33.3

９.８

６.９

5０.０

3２.９

２７.０

６６.７

3９.０

４８.3

5０.０

35.６

１3.5

４１.5

４１.４

２６.２

２.７

４.９

２.７

４.９

3.４

２.０

１.４

０.７

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

自動車(ｎ=７４)

バイク(ｎ=3)

以前は持っていたが返納した(ｎ=４１)

一度も持ったことがない(ｎ=２９)

無回答(ｎ=２)

合計(ｎ=１４９)

週４回以上 週２～3回程度 月１～3回程度

年数回程度 外出しない 無回答

41件

7件

4件

4件

2件

2件

3件

2件

2件

2件

その他（回答数1件の内容） 6件

具体的な内容

特になし

困っていない、家族の手伝いがある等

身体の自由がきかない

料金が高い

面倒、不便等

利用方法がわからない

先々に不安がある

路線バスが自由がきかない

路線バスを利用したいが停留所が遠い

バスの時間が合わない

○乗合タクシー利用登録者の外出頻度は未登録者（自動車利用者）と比較して低く、乗合タクシーのサー
ビス水準が利用登録等に影響を及ぼしている可能性あり



14 

○買物に関しては、村内での行動は約 2割となっており、人吉市への依存が高くなっています。 
○病院に関しても同様ですが、人吉市内の行先はばらついている状況であり、その他周辺町まで通院している人も見
られます。 
○その他、公共施設・病院等に関しては、比較的村内での行動が多くなっています。 

○買い物や病院などの日常生活においては人吉市に依存

外

出

先

買物 病院 

24%

68%

4% 3%

1%

村内 人吉市 錦町 その他 その他不明

１４７件

25%

61%

3%
3%

1% 1%
6%

村内 人吉市 錦町 あさぎり町

多良木町 その他 その他不明

１5８件

所在地 外出先 件数

相良村 Aコープさがら 30件

山北商店 2件

福嶋商店 1件

人吉市 イスミ 17件

コスモス 12件

ゆめマート 11件

ニシムタ 10件

スーパーキッド 5件

サンロード 5件

鮮ど市場 3件

イスミ本店 1件

ナフコ 1件

ロッキースーパーストア 1件

人吉市のスーパー 16件

その他（人吉市内） 16件

錦町 イオン錦店 4件

コスモス 1件

その他（錦町内） 1件

4件

1件

1件

あさぎり町

八代市

その他

所在地 外出先 件数

人吉市 人吉医療センター 20件

外山内科 5件

堤病院 5件

とやまクリニック 4件

岡医院 4件

三浦整形外科医院 4件

ひとよし内科 3件

田中クリニック 3件

たけだ眼科クリニック 3件

しらおく内科クリニック 2件

愛生外山病院 2件

球磨病院 2件

光永医院 2件

堤病院九日町診療所 2件

伊津野医院 1件

万江病院 1件

外山胃腸科病院 1件

平井整形外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｸﾘﾆｯｸ 1件

小林脳神経外科 1件

愛甲産婦人科麻酔科医院 1件

愛甲やすらぎ・ひふ科医院 1件

吉村皮ふ科医院 1件

内山クリニック歯科 1件

瓦屋町歯科 1件

人吉市の歯科 2件

人吉市の眼科 1件

その他（人吉市） 16件

所在地 外出先 件数

相良村 権頭医院 15件

緒方医院 24件

あさぎり町 あさぎり町の眼科 2件

岩井クリニック 1件

その他（あさぎり町） 1件

錦町 小林クリニック 4件

にしき園 1件

多良木町 多良木町の耳鼻科 1件

熊本市 熊本機能病院 1件

その他 歯科 3件

内科 2件

眼科 2件

病院 1件

整形 1件

リハビリ 1件
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外

出

先

公共施設・銀行等 その他 

43%

22%

1%

34%

村内 人吉市 錦町 その他不明

９１件

所在地 外出先 件数

仕事 仕事 4件

仕事（さゆり温泉） 1件

仕事（サロン応援） 1件

仕事（人吉市） 1件

仕入れ 1件

配達 1件

農家 1件

熊本市 2件

子供の家（熊本市） 1件

友人の家（人吉市） 1件

ゴルフ等の趣味 2件

いきいき運動 1件

カラオケ 1件

グランドゴルフ 1件

公園 1件

さがら温泉 茶湯里 1件

体操 1件

その他 デイサービス 2件

動物病院 1件

郵便局 1件

図書館 1件

薬局 1件

理容院 1件

コインランドリーきりん 1件

介護施設 1件

老人ホーム 1件

親族・友
人宅

趣味・娯
楽

所在地 外出先 件数

相良村 相良村役場 20件

JAくま 錦支所相良店 16件

相良村川辺構造改善センター 1件

サンライフみのり 1件

人吉市 肥後銀行 9件

熊本中央信用金庫 3件

熊本県信用組合 人吉支店 1件

人吉市の郵便局 2件

人吉市の銀行 2件

その他（人吉市） 3件

1件

その他 郵便局 18件

銀行 8件

ゆうちょ銀行 2件

ATM 2件

コンビニ 1件

錦町
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○平日外出時における移動手段は、「車運転」が各目的で４～５割と多くなっていますが、「家族の送迎」も2～3割
と多い状況です。 
○一方、公共交通の利用状況は、路線バスに関して各目的で 1 割程度（人吉方面への移動と想定）見られます
が、乗合タクシーやタクシーに関しては病院への利用は比較的多いものの、その他目的では少ない状況です。 
○外出頻度は、買物では週 2 回以上が 6 割程度と高くなっていますが、病院や公共施設・銀行等に関しては、月１
～３回程度が 6～8 割を占めています。その他に関しては仕事目的も含まれるため、「週 4 回以上」が多くなってい
ます。 
○外出時刻においては、全体的に午前 10 時までの移動が多く、午後に関しては買物目的での行動は見られます
が、全体的に少ない状況です。

買物 病院 

移
動
手
段

頻

度

外

出

時

刻 

6.4%

1.8%

3.7%

53.2%

17.4%

1.8%

0.9%

8.3%

0.0%

2.8%

1.8%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

バイク

車運転

家族の送迎

近所の人の送迎

その他の送迎

路線バス

くま川鉄道

乗合タクシー

タクシー

その他

無回答 （N=109）

2.6%

0.9%

2.6%

42.6%

25.2%

2.6%

1.7%

7.0%

0.0%

7.0%

6.1%

0.0%

1.7%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

バイク

車運転

家族の送迎

近所の人の送迎

その他の送迎

路線バス

くま川鉄道

乗合タクシー

タクシー

その他

無回答 （N=115）

週4回以上

12.8%

週2～3

回程度

51.4%

週1回程度

14.7%

月1～3回

程度

17.4%

無回答 3.7%

（N=109）

週4回以上

1.7%

週2～3回程度

4.3%

週1回程度

3.5%

月1～3回

程度

75.7%

年数回程度

5.2% 無回答

9.6%

（N=115）

0.0%

1.8%

14.7%

25.7%

9.2%

0.0%

3.7%

10.1%

7.3%

2.8%

0.0%

1.8%

6.4%

16.5%

0% 10% 20% 30% 40%

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

その他

無回答 （N=109）

その他（7件）

午前：3件

午後：１件

色々：２件

その時による：１件

2.6%

7.0%

29.6%

22.6%

4.3%

0.0%

0.9%

4.3%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

6.1%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40%

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

その他

無回答 （N=115）

その他（7件）

午前：７件

○日常生活の移動手段は「車運転」及び「家族の送迎」に依存し、路線バス利用者は 1割程度、乗合タクシ
ーは病院や公共施設・銀行等で利用
○外出時刻については午前中の特定時間帯に集中
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公共施設・銀行等 その他 

移
動
手
段

頻

度

外

出

時

刻 

7.1%

2.9%

2.9%

50.0%

17.1%

1.4%

4.3%

8.6%

0.0%

4.3%

0.0%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

バイク

車運転

家族の送迎

近所の人の送迎

その他の送迎

路線バス

くま川鉄道

乗合タクシー

タクシー

その他

無回答 （N=70）

0.0%

0.0%

0.0%

56.7%

10.0%

0.0%

16.7%

3.3%

0.0%

3.3%

3.3%

0.0%

6.7%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

バイク

車運転

家族の送迎

近所の人の送迎

その他の送迎

路線バス

くま川鉄道

乗合タクシー

タクシー

その他

無回答 （N=30）

週2～3回程度

2.9%

週1回程度

4.3%

月1～3回

程度

62.9%

年数回

程度

12.9%

無回答

17.1%

（N=70）

週4回以上

33.3%

週2～3回程度

13.3%週1回程度

10.0%

月1～3回

程度

26.7%

年数回

程度

10.0%

無回答

6.7%

（N=30）

0.0%

5.7%

28.6%

15.7%

7.1%

0.0%

2.9%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

28.6%

0% 10% 20% 30%

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

その他

無回答

（N=70）

その他（５件）

午前：２件

午後：２件

午前・午後：１件

3.3%

3.3%

26.7%

26.7%

6.7%

3.3%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.3%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

5時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

その他

無回答 （N=30）

その他（1件）

午後：１件
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○さがらっぱ号の認知度は、約４割の人が知っていて利用登録まで行っているものの、うち 7割は利用していない状況
となっています。 
○また、知っていても利用してない人が約 4割存在し、知らない人は 2割程度であることから、さがらっぱ号の村内での
認知度は高くなっています。 
○利用している人の割合が多いのは、運転免許証を一度も持ったことがない人となっており、返納した人の約 6割は利用
登録までにとどまっています。また、自動車運転免許証の保有者は、登録をした人は 1割存在しますが、利用している
人は見られません。 
○年代別では、高齢になるほど利用している人、利用登録を行った人が増加しており、75 歳以上を超えると比較的
利用されることがうかがえます。 
○さがらっぱ号について知っていることは、各項目について認知されている状況ですが、利用登録をしていない人の多くが
知らない（無回答）となっています。 
○なお、さがらっぱ号を利用しない理由としては、「車などの交通手段が便利だから」が約 5割を占めており、その他、
「利用したい時間帯に運行していないから」「運行本数が少ないから」が 1割程度となっています。 
○さがらっぱ号の利用頻度は、年数回が 5割を占め、週１～２回利用する人は 1.5 割となっています。 
○また、路線バスと乗り継いで利用する人も 1.5 割と少ない状況です。 

予約型乗合タクシー「さがらっぱ号」の認知度

知っており、

利用している

13.4%

知っており、

利用登録は

行ったが利用

していない

27.5%

知っていた

が、利用して

いない 38.3%

知らな

かった

18.1%

無回答

2.7%

（N=149）

33.3

１９.5

3７.９

１3.４

１０.８

5８.5

3１.０

２７.5

55.４

33.3

１７.１

２０.７

１００.０

3８.3

２９.７

33.3

４.９

６.９

１８.１

４.１

3.４

２.７

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

自動車(ｎ=７４)

バイク(ｎ=3)

以前は持っていたが返納した(ｎ=４１)

一度も持ったことがない(ｎ=２９)

無回答(ｎ=２)

合計(ｎ=１４９)

知っており、利用している 知っており、利用登録は行ったが利用していない

知っていたが、利用していない 知らなかった

無回答

２.７

１5.４

１７.６

２3.5

3８.5

１3.４

９.１

１６.２

２６.９

3８.２

４１.２

４６.２

２７.5

5０.０

5６.８

４２.3

２3.5

２3.5

１5.４

3８.3

3６.４

２４.3

７.７

１７.６

１１.８

１８.１

４.5

７.７

２.９

２.７

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

６5-６９歳(ｎ=２２)

７０-７４歳(ｎ=3７)

７5-７９歳(ｎ=２６)

８０-８４歳(ｎ=3４)

８5-８９歳(ｎ=１７)

９０歳以上(ｎ=１3)

合計(ｎ=１４９)

知っており、利用している 知っており、利用登録は行ったが利用していない

知っていたが、利用していない 知らなかった

無回答

○乗合タクシーを利用している人は全体の約 1割、利用登録後未利用の人や知っていても未利用の人が多く
存在 
○利用者の多くは運転免許証を一度も保有したことがない人となっており、免許返納者の多くは利用するまで
に至らず、公共交通利用に対する高いハードルが存在
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「さがらっぱ号」について知っていること 

「さがらっぱ号」を利用しない理由 

利用頻度 路線バスとの乗り継ぎ 

34.7%

28.0%

24.6%

22.9%

36.4%

29.7%

24.6%

25.4%

55.1%

0% 20% 40% 60%

目的地側の降車場所が指定されていること

運行曜日が各地域2日/週の運行であること

行きの自宅側の出発時刻

帰りの目的地を出発する時刻

利用するにあたっては事前登録が必要であること

利用したい日の前日か当日に電話で予約すること

予約の受付は当日の乗車1時間30分前であること

キャンセルや変更の場合は連絡が必要なこと

知らない（無回答）

（N=118）

49.0%

11.2%

6.1%

12.2%

13.3%

0.0%

7.1%

4.1%

33.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車などの交通手段が便利だから

停留所から目的地までが遠いから

目的地に行く際、路線バスとの乗り継ぎが必要だから

運行本数が少ないから

利用したい時間帯に運行していないから

運賃が高いから

利用の際に予約が手間だから

予約締切時間が早いため

その他 （N=98）

週１～2回

程度

15.0%

月1～3回程度

35.0%

年数回程度

50.0%

（N=20）

たまに利

用する

15.0%

利用しない

80.0%

無回答 5.0%

（N=20）

10件

6件

3件

3件

3件

2件

2件

1件

1件

1件

1件

登録したばかり、これから必要な時に利用したい

タクシー利用と娘に頼むのが良い

身体の自由がきかない

まだ必要ない

当日の対応をしてもらえないから

老人ホーム、家族の送迎

人吉方面に行きたいため

その他の理由

運転できるから

家族が送迎してくれる

路線バスを利用している

車があるから
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○さがらっぱ号を利用するにあたり改善してもらい項目として、運賃や予約方法に対してのニーズが高くなっています。 
○運賃に関しては特に四浦地域や柳瀬地域でニーズが高くなっています。 
○その他、目的地側の降車場所に関しては人吉市内へのニーズが高く、運行時間帯に関しては、自宅出発を 9時頃
（現在は 8時～8時半）へのニーズが高く、予約締切時間は乗車1時間前となっています。 
○将来、自動車やバイクを運転できなくなった場合の移動については、「家族や知人等に送迎してもらう」が最も多くな
っていますが、現在さがらっぱ号を利用していない、利用登録していない人も含め「路線バスや乗合タクシーを利用す
る」との回答も多く見られます。 
○今後の地域公共交通のあり方としては、「タクシーチケットの配布」へのニーズが最も高く、次いで「路線バスや乗合タ
クシーを活用して人吉方面まで直接行けるような運行」に対するニーズが高くなっています。 

予約型乗合タクシー「さがらっぱ号」について改善してもらいたい項目とその内容 

8.3%

8.3%

16.7%

16.7%

8.3%

8.3%

25.0%

13.3%

6.7%

6.7%

13.3%

20.0%

6.7%

6.7%

10.0%

10.0%

10.0%

10.0%

10.0%

10.0%

70.0%

20.0%

10.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

30.0%

0% 30% 60% 90% 120% 150%

目的地側の

降車場所

運行曜日

運行時間帯

運賃

予約方法

予約締切時間

その他

四浦(N=12)

川辺(N=15)

深水(N=10)

柳瀬(N=10)

○乗合タクシーへの改善要望として、運賃や予約方法、さらには降車場所としての人吉方面の追加、午前中
の運行の充実があがっている 
○現在自動車を運転している人においても、将来的には乗合タクシー等の利用を想定

１．目的地側の降車場所： 

（具体的に希望する場所）人吉市、相良村全域、イスミ、下新町 

２．運行曜日： 

（N＝４） 

１１ １ １

１

１ １ １

１ １ １

１

１

１

１

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日祝

四浦 川辺 深水 柳瀬
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予約型乗合タクシー「さがらっぱ号」について改善してもらいたい項目とその内容 

３．運行時間帯：    自宅出発        自宅到着 

（N＝５） ８時頃

２０％

９時頃

６０％

１3時頃

２０％

１１時頃

２０％

１２時頃

４０％

１６時頃

２０％

１７時頃

２０％

４．運賃： １回あたりの最大運賃 

（N＝６） 

５．予約方法：

（N＝６） 

６．予約締切時間： 

（N＝５） 

２００円程度

１７％

3００円程度

33％
5００円程度

１７％

１０００円程度

33％

電話 ８3％

スマート

フォン

１７％

乗車の１時間前まで

８０％

８時3０分頃ま

で ２０％

７．その他 （N＝14）

・時間通りに来るので助かっている：1件 

・外出できない：1件 

・病院以外外出できないのでわからない：1件 

・予約をする際、電話に出てもらえない：1件 

・さがらっぱ号の運行に合わせて行動するので現状で良い：1件 

・現状で満足：1件 

・今のままで仕方ないと思う：1件 

・わからない：3件 

・特になし：4件 
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将来、運転できなくなった場合の移動について 

今後の相良村における地域公共交通のあり方 

29.5%

20.8%

40.3%

8.1%

5.4%

1.3%

14.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

路線バスや乗合タクシーを利用する

タクシーを利用する

家族や知人等に送迎してもらう

施設等が運行する送迎サービスを利用する

外出を控え、宅配や在宅サービスを利用する

その他

無回答 （N=149）

18.8%

14.1%

28.2%

0.7%

6.7%

41.6%

22.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（N=149）

現在の路線バスと乗合タクシーの利便性を向上

させ、維持

路線バスに替わり、村内をきめ細かく循環する

コミュニティバス等の運行

路線バスに替わり、乗合タクシーを活用して

人吉方面まで直接行けるような運行

現在運行しているスクールバスに同乗し、学校

周辺まで利用できるような運行

地域の方々と協力し、送迎などを行う仕組み

自身が自由に利用できるよう、タクシーチケッ

トを配布

無回答
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○運転免許保有者では乗合タクシーの利用登録は少なく、登録している人の多くが未利用
○運転免許未保有者の多くは乗合タクシーの利用登録は行っているものの、利用している人は限定的でかつ
特定の集落に集中 
○なお、乗合タクシーに関して「知らない」方も依然として存在

利用登録の状況 利用登録者の 
乗合タクシー利用状況 

未登録者の認知度 

運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
る
方
の
状
況

運
転
免
許
を
保
有
し
て
い
な
い
方
の
状
況
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（２）地域に対する調査結果                   

項目 商業施設 金融施設 医療施設 観光施設 

地域公
共交通
の利用
実態等 

・施設への来訪手段は
自家用車がほとんど 
・その他、自転車や 
バイク 
・タクシー利用は見られる
が少ない 

・近隣の人は徒歩、離れ
ている人は自家用車
・車を手放した人は送迎
に頼る必要があり、来
訪頻度が減少 
・公共交通利用者は高
齢者などに限定的 

・家族の送迎や自家用
車が多い 
・近隣の方は徒歩や電
動カー 
・路線バスや乗合タクシ
ーで来院する人も存在
（路線バスは五木方
面からの利用もあり） 
・タクシー利用はたまに見
られるが少ない 
※近所の方の乗り合わ
せによる来院もあり 

・施設への来訪手段は
自家用車がほとんど 
・路線バスに関しては乗
り入れ本数も少なく、
地域の方はたまに利用
しているが、観光客等
の利用はなし 
・観光客への案内とし
て、送迎もしくはタクシ
ー利用を提案 

地域公
共交通に
求めるニ
ーズ 

・自宅から利用可能であ
れば利便性は高いと思
うが、もっと PR が必要 
・待合場所への時刻表
の提示など 
・高齢者の免許返納を
推進するにあたり、返
納後の移動手段確保
は必要 

・移動手段がない高齢
者にとって公共交通は
必要 

・運行本数の充実など
乗合タクシーなどもっと
便利になってほしいもの
の、費用面等から難し
いことも理解している 
・現在のサービス水準に
合わせて行動することが
基本 

・路線バスの本数が少な
く中途半端な状況のた
め、サービス水準の向
上もしくは運行ルートの
見直し 
・高速バス利用者が利
用可能となるように、人
吉 IC経由の交通手
段確保 
※人吉市のじゅぐりっと号
のようなイメージ 

地域公
共交通と
の連携の
可能性 

・待合所の提供は実施
中 
・併せて、時刻表の提示
など PR が必要 

・待合所の提供は実施
中 
・時刻表等の情報提供
は可能 

・待合所等の提供 
・時刻表等の情報提供
は可能 
・現状、公共交通での
来院者に対して受付
時に帰りの便の時刻を
確認し、帰りの便に間
に合うように診察 
・その他、30 分単位等
であれば乗合タクシーの
運行と合わせた診察の
予約制などは考えられ
る 

・交通事業者と連携した
観光周遊ルートの設定

その他 ・高齢者に対する ATM
機器の操作補助は職
員で対応 
・人吉球磨管内に JA が
４箇所のみとなってお
り、移動販売を実施 
・食材センターの配達
は、1 ヶ月分の注文を
とりまとめて配達 

・他都市では自治体と
郵便局が協定を結び、
スーパーの宅配業務を
実施 
・その他、見守りサービス
等は事業として存在 
・野菜等の無人販売を
実施するための場所の
提供は可能 

・送迎サービスはなし
（職員不足、事故リス
クが大きいなど） 
・在宅医療は通院が困
難な方を対象に実施
中 

- 

※観光施設に関しては、人吉・球磨地域公共交通計画作成時の施設管理者ヒアリング結果 
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項目 福祉分野 教育分野 観光分野 

施策の
方向性 

・将来的な高齢者等へのデジタル
化の推進 

・将来的な児童・生徒数などを考
慮した学校再編等の検討 

・くま川鉄道が運休中のため観光
バスをメインとした取り組み（人
吉 IC からのアクセス手段の確
保） 
・村内の観光スポットを活用したア
クセス手段の確保及び情報発
信 
・人吉球磨全体が連携した広域
周遊チケット 

移動等
の実態 

・移動支援や買い物支援等はな
し（社会福祉協議会） 
・買い物や配食サービスに関して
は施設に事業者に委託している
が、人材不足等が発生 
・65 歳以上を対象とした元気クラ
ブの開催時は、送迎時に 10 人
乗りの福祉車両で送迎 

・スクールバスを３台保有 
・スクールバスは、部活動の遠征
時や職員の村外への研修等に
も活用 
・行きは小中学生が混乗してお
り、帰りは下校時刻に合わせて
運行
・交通事業者に委託している、運
転手不足や車両の老朽化が問
題 
・同様に小学校への給食の配送
も委託 

・基本的に自家用車がメイン 
・人吉 IC からのアクセス確保が必
要 
・自転車の活用なども考えれる
が、情報が不足

地域公
共交通に
求めるニ
ーズ 

・チケット制の導入や有償ボランテ
ィア等による運行体制の充実に
向けた運転手の確保 
・四浦地域の拠点化 
・人吉 IC からはじゅぐりっと号が人
吉市内の主な病院等をカバーす
る形で運行しているため、人吉
IC までの接続強化 
・元気クラブは週 4回開催であ
り、空き時間等を公共交通して
活用することは考えられる 

・今後、学校の部活動が社会体
育へ移行することに伴い、生徒の
移動などの問題が生じる 
・現在、塾や習い事に関して人吉
方面がメインであり、保護者が送
迎しているが負担は大きいと考え
られる 
・スクールバスに関しては、乗合タ
クシーと一体的な運用・事業者
への委託等による運転手不足な
どのサービス低下の回避は考えら
れる 

・夏目友人帳のスポットなどを活
用したスタンプラリーの実施 
・グリーンスローモビリティなどを活
用した茶畑などの運行
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第４章 地域公共交通が抱える課題 

・本村の現状 

○人口減少・少子高齢化に伴う過疎化の進展 

○交通弱者等の点在 

○生活関連施設は特定地域に集中立地

○日常生活は人吉市をはじめ周辺市町村に依存 

課題①：持続可能な地域公共交通運行に係る仕組みの構築 
本村では人口減少・少子高齢化に伴う過疎化の進展など地域公共交通を取り巻く環境は厳しい状況となっていま
す。しかし、地域公共交通は、村民の日常生活を支える基盤として重要な役割を担っており、今後、運転免許証を
保有しない交通弱者の増加が見込まれる中、それらの重要性はますます高まる状況です。 
一方で、地域公共交通にかかる財政負担は年々増加するとともに、運行を担う交通事業者においては運転手不
足などの問題を抱えており、持続的なサービス提供が懸念されます。 
そのため、路線バスや乗合タクシー、その他送迎サービスなど一体的な活用等を考慮し、関係機関と連携すること
で、持続可能な地域公共交通運行に係る仕組みの構築が求められています。 

課題②：地域公共交通サービスの利便性確保
現在、路線バス及び乗合タクシー等の地域公共交通を利用する人は限定的となっています。 
なお、地域公共交通体系は人吉市方面への移動、さらには村内の移動などにマッチしているとともに、地域公共交
通利用に対するニーズ等は存在する状況です。ただし、乗り継ぎの問題、運行本数や運行ダイヤの問題、予約の問
題など利用するにあたってのサービスが、地域公共交通を利用するハードルをあげていることが考えられます。 
そのため、地域公共交通の各種サービスに関して、様々な工夫・連携を図ることによるハードルの低下など、利便性
を確保することが求められています。 

課題③：地域公共交通に関するコミュニケーションの充実 
現在、村民の多くは運転免許証を保有しているとともに、自動車に依存した生活形態となっています。 
乗合タクシーに関して「知らない」高齢者も依然として存在する一方、将来的な移動手段として乗合タクシー等の地
域公共交通を想定している人も多く見られます。 
しかし、従来地域公共交通を利用しない（知らない）人が運転免許証返納後に地域公共交通の利用することへ
のハードルは高いことが想定され、結果的に自動車に依存した生活形態からの脱却が困難と考えます。 
そのため、村民に対して日常的に地域公共交通と接する機会の創出など、地域公共交通に関するコミュニケーショ

ンの充実が求められています。 
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・地域公共交通の現状及び問題点 

・地域ニーズ 

○路線バスの利用者数は減少し、負担金額は増加 

○乗合タクシーの利用は低調 

○地域によって利用状況が異なる 

○費用負担は増加傾向 

○交通事業者の運転手不足、運転手の高齢化 

○スクールバスなど特定目的に対する移動支援を実施 

○乗合タクシー利用登録者の多くは運転免許証未保有者である一方、未登録者の多くは運転免許証を保有 
（85 歳までは保有率が高い） 
○乗合タクシー利用登録者の外出頻度は未登録者（自動車利用者）と比較して低く、乗合タクシーのサービス 
水準が利用登録等に影響を及ぼしている可能性あり 
○買い物や病院などの日常生活においては人吉市に依存 
○日常生活の移動手段は「車運転」及び「家族の送迎」に依存し、路線バス利用者は 1割程度、乗合タクシーは 
病院や公共施設・銀行等で利用
○外出時刻については午前中の特定時間帯に集中 
○乗合タクシーへの改善要望として、運賃や予約方法、さらには降車場所としての人吉方面の追加、午前中の運行
の充実があがっている 
○現在自動車を運転している人においても、将来的には乗合タクシー等の利用を想定 
○運転免許保有者では乗合タクシーの利用登録は少なく、登録している人の多くが未利用
○運転免許未保有者の多くは乗合タクシーの利用登録は行っているものの、利用している人は限定的でかつ特定の
集落に集中 
○なお、乗合タクシーに関して「知らない」方も依然として存在 

○高齢者も含め、施設等への移動に関しては自家用車もしくは家族の送迎に依存 
○地域公共交通利用者は一部の高齢者等に限定的 
○運転免許証返納の推進のためには地域公共交通サービスの充実が必要 
○情報発信の強化や PR等の実施が必要 
○人吉 IC までのアクセス確保 
○各分野において車両や運転手等の交通資源を有しており、連携・活用の可能性あり 
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第５章 地域が目指す将来像 

（１）基本方針                   

（２）地域が目指す将来像                   

〔人吉球磨地域が目指す地域公共交通の将来像〕

人吉球磨地域が目指す地域公共交通の将来像では、「①地域の各拠点が地域公共交通ネットワークで結ば
れた状態」及び「②地域公共交通体系が持続可能に再編された状態」が示されています。
「①地域の各拠点が地域公共交通ネットワ
ークで結ばれた状態」においては、豪雨災害か
らの復興、人吉球磨地域の住民の日常生活、
地域外からの交流人口の移動にあたり、地域
内の様々な役割を持つ拠点が、幹線と支線の
地域公共交通ネットワークで結ばれた状態を目
指しています。
そうした中、「相良村役場付近」が交通拠点
として地域公共交通相互が結節し、乗り換え
機能等を有する拠点、「茶湯里温泉付近」が
交流拠点として地域住民や観光客などの交流
人口が集まる拠点として位置付けられています。

また、「②地域公共交通体系が持続可能に再
編された状態」として、将来（くま川鉄道全線開通
時）において、五木線など地域間幹線系統路線バ
スを対象としたコミュニティ交通への見直しが位置づ
けられています。
〔将来（くま川鉄道全線開通時）〕

基本方針 

高齢者をはじめとする交通弱者が自動車等に頼らなくても暮らし続けられる地域を目指し、
地域の生活基盤として、

地域に存在する多様な資源等の活用や関係機関等との連携などを図り、
持続性と利便性が両立した地域旅客輸送サービスの実現

新
鶴
羽

湯
前

公
立
病
院
前

多
良
木

東多
良
木

一
武

あ
さ
ぎ
り

東
免
田

木上

おかどめ
幸福

人吉

相
良
藩

願
成
寺

川村 肥後
西村

一勝地 那良口 渡

西人吉
白石

球泉洞 山田橋

萩内畑

合子俣山口

球磨村役場

神瀬福祉センター
たかおと前

東間

石水寺入口 上新町

岩清水

相良村役場前

茶湯里温泉前

上田代

頭地 五木村
診療所

柳原

古屋敷

水上役場前

市房登山口

柳瀬

川村駅入口

木上迫駐在所前

湯の前駅前

一勝地駅前

まるおか号
(区域運行)

水上村コミュニティバス

球磨村コミュニティバス

球磨中央高校前

公立多良木病院前

上一丸

人
吉
産
交

中
青
井
町

人吉駅前

一武 木上

おかどめ
幸福

あさぎり

東免田

公立病院前

多良木

東多良木

新鶴羽

湯前

川村 肥後西村

相良藩
願成寺人吉温泉

人吉IC

人吉市役所西間別館
人吉医療センター

免田深田通り

結節機能強化
※地域間幹線系統路線バスの見直し、
もしくはコミュニティ交通での対応

凡例

地域間幹線系統路線バス（一部コミュニティバス）
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人吉球磨地域が目指す地域公共交通の将来像に対して、本村が抱える地域公共交通の課題や基本方針等を
踏まえ、本村が目指す将来像は以下の通り設定しました。

人吉市内（人吉 IC など）

五木村方面

地域拠点

地域拠点
路線名 凡例 交通手段

幹線

路線バス等

コミュニティバス

スクールバス等

支線
乗合タクシー
タクシー

(タクシーチケット)
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〔拠点〕 

・本村における拠点として、人吉球磨地域が目指す地域公共交通の将来像及び村内における公共施設やその他日
常生活に関する施設の集積状況を踏まえ、「相良村役場付近」と「四浦付近」を地域拠点として位置付けます。

〔地域公共交通ネットワーク〕 

①幹線

・幹線においては、人吉・球磨地域公共交通計画に基づき、地域間幹線系統路線バス「五木線」をコミュニティ交通
へ見直しを行い、以下のとおり位置付けます。
・なお、コミュニティ交通の運行に関しては、以下のような方策について関係機関と協議を行い、今後検討します。
1）路線バスとコミュニティバスの一体的運行
 → 人吉市内～相良村役場間は幹線系統路線バスとして残す場合、村内は路線バスと同一車両でコミュ

ニティバスとして運行委託で運行（球磨村や水上村と同様）
2）コミュニティバスのみの運行

→ 五木線を完全に廃止する場合、村内及び相良村～人吉市中心部（もしくは人吉 IC において人吉
市内を運行するじゅぐりっと号に接続）を運行するコミュニティバスを運行委託で運行

路線名 凡例 交通手段 役割・位置づけ

幹線

路線バス等
本村と人吉市内（人吉 ICなど）を連絡し、地域住民の日常生
活の移動を支えるとともに、交流人口の移動を支えます。

コミュニティバス
村内の拠点間を連絡するとともに、国道 445 号沿線のみでなく、集
落等をカバーする形での運行し、地域住民の日常生活の移動を支
えます。

スクールバス等
村内高校生の人吉高校五木分校への通学手段としての役割を担
います。

②支線

・集落と地域拠点間を連絡し、地域住民の日常生活の移動を支えます。
・なお、幹線との接続強化等を図ることで、村内及び人吉市内への一体的で利便性が高い地域公共交通体系を
構築します。



31 

第６章 目標及び目標達成に向けた施策・事業 

（１）目標及び評価指標 

〔第６次 相良村総合計画〕 

 ○基本構想 

 ○基本計画 

ブランド力のある村 

川辺川の魅力が広がる村 

子どもの未来を地域で育てる村 

安心・安全な生活を支える村 

高齢者がいつまでも現役の村 

豊かさが循環する村 
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目標①：安心・安全な生活を支える地域公共交通サービスの充実 

高齢者をはじめ、子どもや他その住民が将来にわたり、自家用車等に頼らなくても安心・安全に生活できる地
域社会の実現に向けて、日常生活を支える移動手段として地域公共交通サービスの充実を目指します。

〈評価指標〉

・高齢者における日常生活（買い物、通院）における公共交通の利用率の向上を目指します。
現況値 目標値(令和９年度) 

12.9～20.1% 25%以上
※地域ニーズ調査より、買い物や通院目的での外出時の移動手段の割合（路線バス、乗合タクシー、タクシ
ーを対象）

目標②：地域の資源が循環する地域公共交通に関する仕組みの構築 

地域に存在する人材やその他交通に係る多様な資源を関係機関等との連携により循環させることで、地域
住民にとって利便性が高く、持続性を確保した地域公共交通に関する仕組みの構築を目指します。

〈評価指標〉

・地域公共交通を含めた移動支援等に係る費用の有効活用を目指します。
現況値 目標値(令和９年度) 

54,000 千円/年 54,000 千円/年以下
※路線バス、乗合タクシー、スクールバスの運行に係る費用

基本方針 

高齢者をはじめとする交通弱者が自動車等に頼らなくても暮らし続けられる地域を目指し、
地域の生活基盤として、

地域に存在する多様な資源等の活用や関係機関等との連携などを図り、
持続性と利便性が両立した地域旅客輸送サービスの実現
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（２）目標達成に向けた施策・事業 

①幹線

・人吉・球磨地域公共交通計画に基づき、地域間幹線系統路線バス「五木線」を対象に、関係町村（人吉市、
五木村、山江村）と協議を行い、コミュニティ交通を見直します。 
〔運行サービス（案）〕 
交通手段 運行区間 運行形態 運行サービス 運行事業者等

路線バス等 
相良村役場付近

～
人吉市内(人吉 IC など)

定時定路線
毎日 

６～８往復/日程度
バス事業者 

コミュニティバス
相良村役場付近

～
四浦付近 

定時定路線 or 
予約型区域運行

毎日 
4～6往復/日程度

バスもしくはタクシー
事業者 

スクールバス等
相良村役場付近

～
人吉高校五木分校 

定時定路線
毎日 

（学校が休校時除）
1～2往復/日 

バスもしくはタクシー
事業者 

※運行事業者に関しては、交通事業者の運転手の確保可能性等も含めて検討します。 
※路線バスやコミュニティバスの運行に関しては、P30に記載した内容以外に、現在小中学校を対象に運行してい
るスクールバスの空き時間の活用（運転手、車両）なども含めて検討します。 
※人吉高校五木分校へのスクールバス等は、関係市町村（人吉市、五木村、山江村）と連携して検討します。 

②支線

・現在の予約型乗合タクシー「さがらっぱ号」を基本に、運行サービスの充実（運行日の拡大、運行本数の増加な
ど）など運行内容の見直しを行うとともに、地域によっては、特定の人を対象としたタクシー利用への助成（タクシー
チケット）への見直しなどを行います。 
〔見直しの方向性（案）〕 

地域 見直しの方向性 

四浦地域 
・各集落から拠点（四浦付近）までの移動手段として、既存の予約型乗合タクシーの運
行サービスの充実、もしくは特定の人を対象としたタクシー利用への助成を行います。 

川辺地域 
・既存の予約型乗合タクシーを見直し、コミュニティバス（幹線）を運行することで、地域住
民の移動手段を確保します。 

深水・柳瀬地域
・既存の予約型乗合タクシーの運行サービスの充実を図ります。 
例）週 2日（水・金）⇒週 3日（月・水・金）運行、行きの便を 2便⇒3便運行など

１） 地域公共交通サービスの充実 

<水上村で実施する「水上村高齢者タクシー利用助成事業」の例> 
・対象者：生活保護受給者及び村税滞納者ではない 70 歳以上の高齢者又は障害手帳等を保有している人 
・助成額：利用者負担額1,000 円、補助額 5,000 円の計 6,000円まで乗車可能 ※6,000円を超えた

場合は自己負担、券は１人 1回発行の 60枚綴り 
・助成利用範囲：上球磨（水上村、湯前町、多良木町、あさぎり町）
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①新技術等の活用

・コミュニティバスや予約型乗合タクシーの運行にあたり、利用者利便性の向上さらには運行効率性の向上の観点か
ら、AI（人工知能）等の新技術の活用について検討します。
・なお、検討にあたっては、国土交通省の「デジタル田園都市国家構想交付金」の活用も視野に入れて取り組みま
す。

②観光客等への対応

・観光客等をターゲットに、DX（デジタルトランスフォーメーション：デジタル技術によって、社会や生活のスタイル等を
変えること）や GX（グリーントランスフォーメーション：再生可能エネルギーや脱炭素ガスへの転換で経済社会を
変えること）を活用した地域公共交通サービスの高度化を図ります。
例）運賃決済のクレジットカード決済、地図 API サービス等を活用した公共交通に関する情報提供
（NAVITIME など）、グリーンスローモビリティを活用した脱炭素地域づくり など

２） 地域公共交通サービスの高度化 

＜荒尾市で運行する AI を活用した乗合タクシー>

<熊本市電で実証実験を行っているタッチ決済>

＜宇奈月温泉におけるグリスロを活用したプロジェクト>
移動支援×脱炭素（エネルギー地産地消）×（地域防災力強化）

＜熊本市天明地域で運行する AI を活用した乗合タクシー>
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①地域座談会等の定期的開催

・高齢者等を対象に、地域公共交通に関する座談会等を定期的に開催し、地域公共交通の利用実態やニーズ
等を把握し、運行内容等の見直しに適宜活用します。
・なお、座談会等の開催にあたっては、高齢者の集まりの場（元気くらぶなど）を活用し、地域公共交通に関する
乗り方教室等を実施することで、運転免許証自主返納を検討されている方をサポートします。

②地域公共交通を活用したイベント等の開催

・地域公共交通に関するイベント開催
既存イベントとの連携や新たな地域公共交通を活用したイベントなどを開催します。
例）定期的な地域公共交通利用デーの実施：年１回無料、年数回料金100 円など
夏休みなどにおける小学生を対象としたスタンプラリーの開催 など

・地域公共交通と連携した地域でのイベント開催
地域公共交通に関するイベントと連携し、地域住民の外出機会の創出や外出意欲の向上を図ることを目的に、
地域側での催し等を開催します。
例）朝市の開催、食や文化等と連携した取り組み など

③地域公共交通に関する情報提供の強化

・今後導入するコミュニティバスや予約型乗合タクシー「さがらっぱ号」の待合所として活用している施設等と連携し、
路線図や運行ダイヤ、運賃など地域公共交通に関する情報提供の強化を図ります。
・さらには、MaaS（Mobility as a Service）などの新たな技術を活用し、情報提供に加え、キャッシュレス決済、
その他観光や飲食等のサービスとの連携など、利便性の高い地域公共交通利用環境を構築します。
例）待合所等における地域公共交通に関する情報の掲示、施設 HP での地域公共交通に関する HP へのリン
ク参照

３） 地域公共交通づくりの強化 

<くま川鉄道によるイベント企画の実施事例>
※マルシェやスタンプラリーなどを実施

<東三河地域における夏休みを対象としたイベント企画
の実施事例>
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④教育・福祉・医療分野との共創

・地域公共交通サービスの提供にあたり、教育分野や福祉分野、さらには医療分野との連携など、お出かけ等も含
めた地域における一体的な仕組みの構築を検討します。

・事業者協力型自家用有償旅客運送
・会員制、事前予約（前日の午後 5時まで）、15 コース
・有料（回数券：一人で利用する場合は回数券3枚（600円）、二人の場合は回数券2枚（400円））
・その他、「こどもノッカル」において子どもの送迎課題や子育ての課題解決を図る取り組みを実施

＜富山県朝日町におけるデジタル田園都市構想の取り組み>
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（３）施策・事業のスケジュール 

①幹線系統（五木線）に関する関係自治体との協議 
・地域が目指す将来像の実現に向け、幹線系統（五木線）の今後のあり方に関して、関係自治体（人吉市、
五木村、山江村）、さらには、交通事業者（産交バス）との協議・調整を行います。 

②村内の幹線系統に関する協議 
 ・①での協議結果を踏まえ、村内の幹線系統に関する協議を交通事業者（産交バス、むつみタクシー等）及び関
係自治体（人吉市）と行います。

③支線に関する協議 
・②の協議結果等を踏まえ、地域住民及び交通事業者（むつみタクシー等）と支線の見直しについて協議・調整
を行います。
・なお、地域住民との協議にあたっては、地域別等に座談会等を開催し、サービス内容等も含めて協議を行います。 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

幹線の見直し

支線の見直し

新技術等の活用

観光客等への対応

地域座談会等の定期的開催

地域公共交通を活用した
イベント等の開催

地域公共交通に関する
情報提供の強化

教育・福祉・医療分野との
共創

くま川鉄道の全線開通に併せて、
コミュニティ交通として運行開始

幹線の見直しと併せて運行開始

関係機関との
調整

運行準備

見直し検討・運行準備

内容反映

適宜実施

適宜実施

幹線の見直しと併せて運用開始

幹線の見直しと併せて運用開始

幹線の見直しと併せて検討

幹線の見直しと併せて検討

幹線の見直しと併せて運用開始適宜検討・実施

適宜検討・実施


